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ジョ
イ！はつらつライフ

問い合わせ　長寿介護課　☎24・8168

い

つま
でも
、自信と輝きに満ちた日々を
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花・はなリズムダンスの皆さん
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特集

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
！

　　介
護
を
必
要
と
す
る
人
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
原
因
は「
認
知

症
」「
脳
血
管
疾
患（
脳
卒
中
な
ど
）」「
骨
・
関
節
疾
患
」な
ど
に
よ
る
生
活

機
能
の
低
下
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
健
康
的
な
食
事
や
運
動
の
ほ
か
、

生
き
が
い
や
目
標
を
持
ち
、
張
り
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
こ
と
で
予
防

で
き
ま
す
。

　市
で
は「
い
き
い
き
シ
ニ
ア
こ
ま
つ
推
進
プ
ラ
ン
」を
作
成
し
、
介
護

予
防
に
効
果
的
な
政
策
を
推
進
し
な
が
ら
、
様
々
な
立
場（
個
人
・
団
体
・

地
域
）の
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　「自
分
は
元
気
だ
か
ら
、
ま
だ
必
要
な
い
」と
考
え
て
い
る
人
も
、
元

気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

•できるだけ毎日歩こう
•家事の合間にストレッチをするなど、
普段の生活に運動を取り入れよう

•主食、主菜、副菜を基本に、食事の
バランスに気を付けよう

•塩分や脂肪は控えめに

•ボランティアや地域活動などに参加
しよう

•趣味や生きがいを見つけよう

介
護
予
防
で
大
切
な
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

適
度
な
運
動

正
し
い
食
事

生
き
が
い
　

　   

づ
く
り
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今年で101歳になりました。
絵手紙、書道、裁縫など、毎日趣味を
楽しんでいます。元気の秘訣は何事に
も意欲的に取り組むことと、好き嫌い
　　　　　をしないことです。

矢田ことさん
　（月津町）

若林孝作さん
（一針町）

▶矢田さんが
　包装紙で作った鍋敷

　「は
つ
ら
つ
健
康
」を
テ
ー
マ
に
、
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
に
ち
な
ん
だ
５
・
７
・
５
川
柳

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限

　11
月
30
日（
月
）必
着

応
募
方
法

　応
募
用
紙（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
参
、
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提
出
。

そ
の
ほ
か

　応
募
は
１
人
２
作
品
ま
で
。
入
賞

者
は
平
成
28
年
２
月
27
日（
土
）の
い
き
い
き
シ

ニ
ア
推
進
大
会
で
表
彰
し
、
表
彰
状
及
び
副
賞

を
授
与
し
ま
す
。

応
募
先

　〒
９
２
３-

８
６
５
０

　小
馬
出
町
91

長
寿
介
護
課

　☎
24
・
８
１
６
８

　
　23
・
３
２

４
３

　

kaigo@
city.kom

atsu.lg.jp

平
成
26
年
度

川
柳
自
慢
会
入
選
句
よ
り

  

健
脚
で

　
　

 

　
花
の
百
歳  

夢
で
な
し

  

輪
に
な
っ
て

　

 

　
ロ
コ
モ
体
操  

い
ま
が
花

『はつらつ健康』川柳募集

これからの健康を考え、ついに禁煙に
成功しました。それと毎日の食事に野菜を
プラスするように心掛け、特にじわもんの

旬の野菜にこだわっています。

ひけつ
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地
域
に
お
け
る
は
つ
ら
つ
交
流

　ス
マ
イ
ル
シ
ニ
ア
農
園
で
は
、
農
業

を
楽
し
み
な
が
ら
、
安
全
で
お
い
し
い

野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
就
農
体
験

や
社
会
参
加
の
一
環
と
し
て
、
原
則
毎

週
月
曜
日
９
時
〜
12
時（
１
、
２
月
を
除

く
）に
、
楽
し
み
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　と
う
も
ろ
こ
し
や
枝
豆
、
さ
つ
ま
い

も
な
ど
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
野
菜
類
は
、

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
や
道
の
駅
な
ど

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
会
員
で
あ
れ
ば
、
ス
マ
イ

ル
シ
ニ
ア
農
園
に
参
加
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー

　☎
47
・
２
８
５
５

　30分程度でできる買い物、料理、掃除、ごみ出しなどの生活支援サービスを提
供します。自立に向けた寄り添い型の生活支援として、日常生活のちょっとした
困りごとを解消するための取り組みです。
対象者　次の①②に該当する人　①1人暮らしや高齢者のみの世帯で、支援でき
る家族が近くにいない人②要介護認定を受けていない人または要支援1、2の人
利用時間　8時～17時（1回当たり30分以内）
利用目安　週1～2回程度
利用料　1回100円（10枚/1,000円チケットを販売）

サポーター登録について
　小松市社会福祉協議会では、高齢者や障がい者の支援に対する意欲の高い人を
対象とした「生活・介護支援サポーター養成講座」を開催し、修了者をサポーター
として登録しています。派遣されたサポーターには、実費相当の謝金（300円～
500円）が支払われます。

申し込み・問い合わせ　小松市社会福祉協議会　☎22・3354

地域サポートクラブにお任せください！
日常生活をサポートします！

　平
成
26
年
に
新
し
く
建
て
替

え
た
町
内
会
館
を
活
用
し
て
、

今
年
７
月
に「
木
曽
町
カ
フ
ェ
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
毎
週

水
曜
日
と
隔
週
土
曜
日
に
20
人

程
が
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
で
は
町
内
の
人
が
持

ち
寄
っ
た
野
菜
を
使
っ
て
料
理

を
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
て
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

地域サポートクラブサポーター
黒地清美さん

　「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
誰
も
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
場
所
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
ら
」と
い
う
町
内
の
声
か

ら
始
ま
っ
た
休
憩
所「
ほ
っ

こ
り
」。
毎
週
月
・
水
・
金

曜
日
に
開
か
れ
て
お
り
、
カ

ラ
オ
ケ
や
将
棋
な
ど
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
出

つ
い
で
や
お
茶
を
し
た
く
な

っ
た
と
き
に
立
ち
寄
れ
る
場

と
し
て
好
評
で
す
。

スマイルシニア農園　橋本光行さん

「予防」を心がけま
しょう

～予防先進部からのメ
ッセージ～

健康であることの
有難さをお互いに

確認し合い、

家族や仲間との日
々の会話や楽しい

食卓を大切

にしましょう。

これまでも、民生
委員の方々や各健

康ボランテ

ィアによるいきい
きサロンの運営な

ど、小松市

には先人から受け
継がれてきた市民

パワーと共

創の心が根づいて
います。

これからも私たち
一人ひとりが支え

あい、互い

に声をかけあい、
地域ぐるみで健康

増進、介護

予防の先進のまち
に高めましょう。

さあ、ここちよい
まちづくりを実現

するのはあ

なたの元気な笑顔
です。

卍
妙
円
寺

ほっこり（東町）スマイルシニア農園（花坂町） 木曽町カフェ
「ときめき」

★
ほ
っ
こ
り

卍
称
名
寺

○
東
町
会
館

味道園○

早起きして育てている野菜の
成長を見るとうれしくなります。
ボランティア活動を通して
様々な年代の人と話をする
のも健康の秘訣です。

ふれあい・憩い

生きがい・社会参加▲

と
う
も
ろ
こ
し
を
収
穫
し
た
様
子

サポートすることで喜ん
でいただけるので、大変
やりがいがあります。


